
『進化する心臓リハビリテーション』

次世代型心臓リハビリテーションのあり方を考える

第3回日本心臓リハビリテーション学会
北海道支部地方会

会 期 2018.11.24

会 場 北海道大学 学術交流会館 2F講堂
札幌市北区北8条西5丁目

大会長 沖田 孝一
北翔大学生涯スポーツ学研究科・教授

受付開始 9:00 地方会開始 9:30

[S
at]

教育研修単位
・心臓リハビリテーション指導士：参加５単位・筆頭演者＋３単位
・健康スポーツ医：参加1単位 (教育講演および特別講演の受講者のみ)

事務局 北海道大学大学院医学研究院循環病態内科学
福島新・横田 卓
E-mail：card-riha-hoku@med.hokudai.ac.jp
TEL：011-706-6973

プログラム

特別講演 (11:20～12:00)

秋元 健太郎（札幌渓仁会リハビリテーション病院）

「最新機器を取り入れたリハビリテーションの可能性」

教育講演 (12:30～13:10)*

梁瀬 正伸（国立循環器病研究センター・移植医療部）

「心不全急性期の栄養管理を考える」

シンポジウム (13:45～14:45)

「多職種で取り組む包括的心臓リハビリテーション

〜施設内あるいは施設間で連携してチーム医療を実践するためには〜」
*数に限りはありますが、お弁当を配布します。当日参加受付の際に引換券をお渡しいたします。

※参加費：医師3,000円、コメディカル・その他2,000円

※一般演題：発表5分・質疑応答2分


